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天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
8

月
1
日
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に

入
る
と
小
見
川
の
地
は
粟あ
い
ば
ら

飯
原

氏
か
ら
代
官
吉
田
佐
太
郎
の
支

配
に
変
わ
り
、
太
閤
検
地
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
三
河
武
士
の
松
平

家
忠
が
埼
玉
県
忍お
し

城
か
ら
転
封

さ
れ
、
そ
の
子
忠
利
、
さ
ら
に

土
井
利
勝
、
安
藤
重
信
等
が
支

配
し
、
こ
れ
以
降
佐
倉
領
、
幕

府
領
を
経
て
内
田
正
信
の
領
地

と
な
り
ま
す
。

　

3
代
将
軍
家
光
の
奥
小
姓
で

あ
っ
た
正
信
は
、
寛
永
16
年

（
1
6
3
9
）
相
模
国
海
老
名
の

1
8
0
0
石
に
旧
小
見
川
村
周

辺
の
8
2
0
0
石
を
加
増
さ
れ

て
一
万
石
の
大
名
に
列
せ
ら
れ

ま
す
。

　

慶
安
2
年
（
1
6
4
9
）
に

は
下
野
国
都
賀
郡
・
阿
蘇
郡
内

▲内田正学

の
五
千
石
が
さ
ら
に
加
増
さ
れ

て
、
鹿
沼
に
居
所
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
頃
、
正
信
は
3
代
将
軍

家
光
の
も
と
で
将
軍
近
習
出
頭

人
を
兼
ね
る
ま
で
に
な
り
ま
す

が
、
慶
安
4
年
（
1
6
5
1
）

4
月
、
将
軍
家
光
が
47
歳
の
若

さ
で
病
死
す
る
と
い
う
一
大
事

が
起
き
ま
す
。
側
近
で
あ
っ
た

大
老
堀
田
正
盛
、
老
中
阿
部
重

次
、
内
田
正
信
ら
5
人
は
即
日

切
腹
し
、
殉
死
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
当
時
も
か
な
り

話
題
に
な
り
、
恩
顧
を
受
け
な

が
ら
殉
死
し
な
か
っ
た
人
た
ち

は
大
い
に
非
難
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
殉
死
を
受
け
て
、
7
歳

の
正ま
さ
も
ろ衆
が
後
を
継
ぎ
2
代
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
正
衆
の
治
世

に
小
見
川
の
御
陣
屋
の
普
請
や

多
く
の
用
水
堰
が
築
か
れ
ま
す
。

正
衆
の
孫
に
当
た
る
正ま
さ
ゆ
き偏

が
3

代
目
と
な
り
ま
す
が
、
享
保
9

年
（
1
7
2
4
）
に
乱
心
し
て

室
（
妻
）
に
傷
害
し
、
幽
閉
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長

男
で
あ
る
正ま
さ
ち
か親
は
家
督
の
一
部

を
没
収
さ
れ
、
4
代
目
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
居
住
地
を
鹿
沼

か
ら
小
見
川
に
移
し
、
名
実
と

も
に
小
見
川
藩
が
成
立
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
5
代
正ま
さ
よ
し美

―
6

代
正ま
さ
よ
し良
―
7
代
正ま
さ
ず
み純
―
8
代

正ま
さ
も
と肥

と
続
き
ま
す
が
、
正
肥
は

嫡
子
が
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た

の
で
旗
本
の
石
河
貞
通
の
三
男

正ま
さ
か
た容
が
養
子
と
な
っ
て
9
代
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
正
容
は
、
当
時
と
し

て
は
か
な
り
型
破
り
な
藩
主

で
、
町
芸
者
を
落
籍
し
て
屋
敷

に
引
き
込
み
、
深
川
や
向
嶋
へ

船
で
出
か
け
て
は
女
郎
と
手
を

取
っ
て
歩
き
、
身
体
に
は
種
々

さ
ま
ざ
ま
の
刺
青
を
し
た
こ
と

な
ど
が
咎
め
ら
れ
、
天
保
8
年

（
1
8
3
7
）
に
隠
居
を
仰
せ
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
3
人
の
子
ど
も
が
相

次
い
で
家
督
を
継
ぎ
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
父
正
容
よ
り
早
く
に

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
元
治
元
年
（
1
8
6
4
）、

分
家
に
あ
た
る
内
田
正
路
の
次

男
、
正
ま
さ
あ
き
ら
学
が
13
代
目
と
な
り
ま

す
。
慶
応
4
年
（
1
8
6
8
）

か
ら
、
房
総
の
地
も
戊
辰
の
騒

乱
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

正
学
の
気
転
に
よ
り
、
小
見
川

藩
は
事
な
き
を
得
て
い
ま
す
。

　

明
治
2
年（
1
8
6
9
）6
月
、

正
学
は
版
籍
を
奉
還
し
て
藩
知

事
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
田
氏
は
3
代
正
偏
や
9
代

正
容
の
よ
う
な
藩
主
が
居
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
無
事
に
廃
藩

置
県
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
初
代
正
信
が
将
軍
家
光

の
死
に
臨
み
、
殉
死
し
て
果
て

た
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
見
川
の
本
願
寺
に
は
、
内

田
氏
歴
代
の
位
牌
が
残
さ
れ
、

重
臣
で
あ
っ
た
脇
家
に
は
「
小

見
川
御
陣
中
図
面
」
が
伝
え
ら

れ
、
い
ず
れ
も
香
取
市
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
見
川
藩
の
成
立

「藩主もいろいろ」
小見川藩内田氏

₆月18日香取市代表クルー優勝
　旧小見川町のころから
交流のあった福島県高
郷村(現在の喜多方市)の
「県営荻野漕艇場」で行
われた「たかさと交流レ
ガッタ大会」に本市から
サンデービギナーズのク
ルーが参加し、ミックス
の部で見事優勝しました。

　香取市の観光情報を各国に発信してもらおうと、駐日各国外交
官と家族を招いたツアーが₆月₉日に行われました。
　ツアーは外務省の外郭団体「国際交流サービス協会」が実施。
香取市国際交流協会と市も協力し、世界15カ国の外交官30人に香
取市の魅力を紹介しました。
　外交官たちは、江戸情緒残る小野川沿いの散策や、伊能忠敬記
念館、山車会館を見学。山車の造りや彫り物に興味をしめしてい
ました。また、千葉県の伝統工芸に指定されている、佐原張子の
色付けに挑戦するなど、香取市の歴史と文化に触れるスローライ
フな一日を過ごしました。

本の歴史と文化に触れる
各国の外交官が本市を訪問日

▲張子の色付けに挑戦

₆月15日水辺を再生
　谷中と大戸川地区にま
たがる湿地を地域の憩い
の場にと、地元住民ボラ
ンティアにより整備され
ています。₄年前から植
栽活動が行われ、アジサ
イやヘメロカリス（ニッ
コウキスゲ）が色鮮やか
に咲きました。

₆月13日シリアとの架け橋を
　青年海外協力隊として
シリアに派遣される木村
亮子さん (小川 )が、宇
井市長を表敬訪問。木村
さんは国立ダマスカス大
学日本研究センターに勤
務し、シリアと日本両国
間の相互理解と学術研究
に携わることになります。

▲小見川陣屋絵図（脇秀雄家文書）


